職種：ロジスティクス　　職務：ロジスティクス管理

【概要】
　ロジスティクス職種のうち、物流情報システムに関する企画及び推進を行う仕事。輸送、包装、保管などの「ロジスティクス・オペレーション」は含まない。

【仕事の内容】

　ロジスティクスの仕事は、機能面から次の２種類に大別される。

①　ロジスティクス管理

②　ロジスティクス・オペレーション

このうち、「ロジスティクス管理」の内容は、物流システムと物流管理全般、適正在庫量の決定と倉庫による在庫管理、需要予測に基づく物流ネットワーク計画の策定、ロジスティクス・マネジメント、顧客サービスとしての物流サービス管理、物流原価及び物流予算の管理などである。また、物流情報システムによる物流業務全般の情報管理及び高度なＩＴ支援を行う業務も含まれる。

【求められる経験・能力】

（１）入職に際して、公的資格はあまり必要とされない。学歴は問われないことが多い。経験者採用の際は、当該業務における専門知識や実務経験が問われる。

（２）ロジスティクス管理の仕事は、ロジスティクス関連の様々なデータをコンピュータなど活用して分析・解析する作業が主となることから、経営工学の知識に加えて、統計学的な解析手法、生産管理及びサプライチェーンマネジメントに関する専門知識が必要である。

（３）また、近年はKPI（ (Key Performance Indicator：: ; 重要業績評価指標) ）を用いたロジスティクス管理の必要性が高まっており、サプライチェーン全体を見渡して最適なKPIを設定する能力が求められる。さらに、IoT（ (]1ntemet of Things)）の動向など、情報化推進に関する最新事例の収集も欠かせない。

（４）特に物流サービス管理やロジスティクス・マネジメントなどの推進に際しては、物流業者や荷主の選定、業界や関連団体との交流、地域社会や環境問題の対応など、社内外の関係者と共に課題の解決にあたることが多いことから、コミュニケーション能力や対人関係スキルも重要である。

【関連する資格・検定等】

・ビジネス・キャリア検定試験（ロジスティクス管理２級～３級）

・ビジネス・キャリア検定試験(（ロジスティクスBASIC級)）〔中央職業能力開発協会〕

・物流技術管理士補/／ロジスティクス経営士／/物流技術管理士／/国際物流管理士／

物流現場改善士 〔公益社団法人 日本ロジスティクスシステム協会〕　　　　 など

【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】

　１１９　その他の技術者

　２７１　生産現場事務員

　２７２　出荷・受荷係事務員

